
低
炭

素
地

域
の

未
来

像

2
0

1
0

年
2

月
2

5
日

弘
済

会
館

楓

低
炭

素
地

域
づ

く
り

条
例

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

み
ず

ほ
情

報
総

研
株

式
会

社

環
境

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
部

榎
原

友
樹

to
m

o
k
i.e

h
a
ra
ⓐ

m
iz

u
h

o
-
ir
.c

o
.jp
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本
日

の
発

表
内

容

1
.
低

炭
素

社
会

は
実

現
可

能
か

？

2
.
日

本
の

低
炭

素
社

会
の

イ
メ

ー
ジ

（
ビ

ジ
ョ

ン
）

3
.
低

炭
素

地
域

の
未

来
像

4
.
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

イ
ン

ト

1
.1

 低
炭

素
社

会
と

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

1
.2

2
0

5
0

年
二

つ
の

社
会

1
.3

低
炭

素
社

会
の

実
現

可
能

性
評

価
（

モ
デ

ル
評

価
）
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1
.
低

炭
素

社
会

は
実

現
可

能
か

？
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2
0

5
0

日
本

低
炭

素
社

会
シ

ナ
リ

オ
：

温
室

効
果

ガ
ス

7
0

％
削

減
可

能
性

検
討

環
境
省
地
球
環
境
研
究
総
合
推
進
費
戦
略
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
英
共
同
研
究
「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
脱
温
暖
化
2
0
5
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
2

0
5

0
日
本
低
炭
素
社
会

日
本
低
炭
素
社
会

日
本
低
炭
素
社
会

日
本
低
炭
素
社
会
」 」」」
シ
ナ
リ
オ

シ
ナ
リ
オ

シ
ナ
リ
オ

シ
ナ
リ
オ
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

2
0

0
7
年 年年年

2
月 月月月

国
立
環
境
研
究
所

国
立
環
境
研
究
所

国
立
環
境
研
究
所

国
立
環
境
研
究
所
・ ・・・
京
都
大
学

京
都
大
学

京
都
大
学

京
都
大
学
・ ・・・

立
命
館
大
学

立
命
館
大
学

立
命
館
大
学

立
命
館
大
学
・ ・・・
み
ず
ほ

み
ず
ほ

み
ず
ほ

み
ず
ほ
情
報
総
研

情
報
総
研

情
報
総
研

情
報
総
研

本
研
究

本
研
究

本
研
究

本
研
究
は ははは
、 、、、
日
本

日
本
日
本

日
本
を ををを
対
象

対
象
対
象

対
象
に ににに
、 、、、

2
0

5
0
年 年年年

に ににに
想
定

想
定
想
定

想
定
さ
れ
る

さ
れ
る

さ
れ
る

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
需
要

需
要
需
要

需
要
を ををを
満
足

満
足
満
足

満
足

し
な
が
ら

し
な
が
ら

し
な
が
ら

し
な
が
ら
、 、、、
主
要

主
要
主
要

主
要
な ななな
温
室
効
果

温
室
効
果

温
室
効
果

温
室
効
果
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
ガ
ス
で ででで

あ
る
あ
る
あ
る
あ
る

C
O

2
を ををを

1
9

9
0
年 年年年
に ににに
比 比比比
べ
て

べ
て
べ
て

べ
て

7
0
％ ％％％

削
減

削
減
削
減

削
減
す
る
す
る
す
る
す
る
技
術
的

技
術
的

技
術
的

技
術
的
な ななな
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が ががが

存
在

存
在
存
在

存
在
す
る
こ
と
を

す
る
こ
と
を

す
る
こ
と
を

す
る
こ
と
を
明 明明明
ら
か
に
し
て
い
る

ら
か
に
し
て
い
る

ら
か
に
し
て
い
る

ら
か
に
し
て
い
る
。 。。。

L
o

w
-C

a
rb

o
n

 S
o

c
ie

ty

「
h
tt
p
:/

/2
0

5
0
.n

ie
s
.g

o
.j
p
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
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１
.１

低
炭

素
社

会
と

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

～
戦

略
的

思
考

プ
ロ

セ
ス

～
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バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

手
法

と
は

2
0
2
0

2
0
5
0

2
0
0
0

Long-term target year

技
術

発
展

・
社

会
経

済
変

化

F
o

re
c
a
s
ti

n
g

B
a
c
k
-c

a
s
ti

n
g

低
炭

素
社

会
低

炭
素

社
会

低
炭

素
社

会
低

炭
素

社
会

現
状

推
移

社
会

現
状

推
移

社
会

現
状

推
移

社
会

現
状

推
移

社
会

社
会

シ
ス

テ
ム

・
行

動
/
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

・
イ

ン
フ

ラ
変

革

G
H

G
削

減
技

術
の

開
発

低
炭

素
社

会
実

現
に

必
要

な
政

策
と

対
策

Environmental pressure

削減削減削減削減にににに必要必要必要必要なななな対策対策対策対策

対
策

対
策

対
策

対
策

な
し

な
し

な
し

な
し

既
存

既
存

既
存

既
存

対
策

対
策

対
策

対
策

低
炭

素
社

会
低

炭
素

社
会

低
炭

素
社

会
低

炭
素

社
会

実
現

対
策

実
現

対
策

実
現

対
策

実
現

対
策

S
c
e
n
a
ri
o
 T

e
a
m
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0

2
0

0

4
0

0

6
0

0

8
0

0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

1
,4

0
0

1
9

9
0

2
0
0

0
2

0
1

0
2
0

2
0

2
0

3
0

2
0

4
0

2
0
5

0

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

の
成

功
例

低
炭

素
社

会
の

実
現

に
は

過
去

に
な

い
削

減
速

度
で

削
減

を
続

け
る

こ
と

が
必

要

1
9

6
1
年

：
1

0
年

以
内

に
⼈

間
を

⽉
に

着
陸

さ
せ

る
と

発
表

（
J
.F

.ケ
ネ

デ
ィ

大
統

領
）

1
9

6
9
年

：
ア

ポ
ロ

⽉
⾯

着
陸

こ
れ
ま
で
我
々
は
国
家
で
長
期
目
標
を
定
め
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を
集
め
、
手
段
を
講
じ

よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
時
代
の
宇
宙
長
距
離
探
査
の
分
野
で
、
こ
れ
ほ
ど
人

類
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
く
、
重
要
な
宇
宙
計
画
は
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
こ
れ
以
上
に
遂
行
が
困
難
で
費
用
の
か
か
る

計
画
も
な
い
だ
ろ
う
。

我
々
は
月
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。
簡
単
だ
か
ら
で
は
な

い
。
難
し
い
か
ら
こ
そ
行
く
の
だ
。

2
5
％

削
減

（
真

⽔
）

8
0
％

削
減

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ
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削
減

可
能

性
検

討
の

手
順

2
0

5
0
年

低
炭
素

社
会
像
の

描
写

エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

需
要
の

同
定

需
要
を
満
た
す

オ
プ
シ
ョ
ン
の

選
択
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

投
入
量
の
推
計

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の

想
定

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
量

可
能
量
の

推
計

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

C
O

2
排
出
量
の
導
出

2
0
5
0
年 年年年
に
は
に
は
に
は
に
は

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な
社
会

社
会
社
会

社
会
に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

か かかか
？ ？？？

合
理
的

合
理
的

合
理
的

合
理
的
な ななな
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択
を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

き
に
き
に
き
に
き
に
必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
量 量量量

は ははは
？ ？？？

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な
い
な
い
な
い
な
い
エ エエエ

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー
は ははは
？ ？？？

需
要
側

需
要
側

需
要
側

需
要
側
で
の
で
の
で
の
で
の
賢 賢賢賢

い いいい
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

最
新
省

最
新
省

最
新
省

最
新
省
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
技 技技技

術 術術術
の ののの
開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な ななな

い いいい
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
の ののの

選
択

選
択
選
択

選
択
・ ・・・
開
発

開
発
開
発

開
発

必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

は ははは
満
足

満
足
満
足

満
足
さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る
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１
.2

.
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
（

2
つ

の
社

会
像

）
～

望
ま

し
い

将
来

の
姿

と
は

？
～



1
0

1
0

1
0

1
0

代
表

的
な

二
つ

の
社

会
シ

ナ
リ

オ
の

コ
ン

セ
プ

ト

シ
ナ

リ
オ

A
：

活
力

シ
ナ

リ
オ

B
：

ゆ
と

り

都
市

型
／

個
人

を
大

切
に

分
散

型
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
重

視

ハ
ー

ド
・

パ
ス

、
テ

ク
ノ

・
セ

ン
ト

リ
ッ

ク

大
規

模
生

産
／

大
量

リ
サ

イ
ク

ル

ソ
フ

ト
・

パ
ス

、
エ

コ
・

セ
ン

ト
リ

ッ
ク

、

地
産

地
消

、
も

っ
た

い
な

い

便
利

／
物

質
的

快
楽

を
重

視
社

会
的

・
文

化
的

価
値

を
重

視

A
k
e
m
i 

I
m
a
g
a
w
a



1
1

1
1

1
1

1
1

2
0

5
0

年
社

会
を

特
徴

づ
け

る
二

つ
の

価
値

観
の

設
定

・
人

口
は

徐
々

に
減

少
・

地
域

の
独

自
性

や
文

化
を

前
面

に
出

し
た

活
気

あ
る

地
方

都
市

が
出

現

・
人

口
大

幅
減

少
・

土
地

資
源

を
効

率
的

に
利

用
し

た
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

が
普

及

地
方

都
市

・
都

市
人

口
減

少
・

最
小

限
の

都
市

機
能

維
持

・
中

心
部

に
集

中
・

土
地

の
高

度
利

用
進

展
都

心
部

・
分

散
化

・
大

都
市

に
集

中
国

内
人

口
移

動

国
土

利
用

・
現

状
程

度
・

増
加

海
外

へ
の

移
動

・
現

状
程

度
・

積
極

的
に

受
け

入
れ

移
民

受
け

入
れ

・
や

や
回

復
・

低
位

で
推

移
出

生
率

人
口

・
導

入
に

慎
重

・
積

極
的

受
容

先
進

技
術

・
共

生
志

向
・

個
人

志
向

家
族

・
地

方
居

住
志

向
・

都
市

居
住

志
向

生
活

・
居

住
地

・
社

会
貢

献
・

社
会

的
成

功
個

人
が

目
指

す
姿

・
夢

考
え

方
の

主
流

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

B BBB
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
A AAA

キ
ー

ワ
ー

ド
キ

ー
ワ

ー
ド

キ
ー

ワ
ー

ド
キ

ー
ワ

ー
ド



1
2

1
2

1
2

1
2

2
0

5
0

年
社

会
を

特
徴

づ
け

る
二

つ
の

価
値

観
の

設
定

・
シ

ェ
ア

や
や

増
加

・
社

会
活

動
が

普
及

・
シ

ェ
ア

増
加

・
生

産
性

改
善

第
三

次
産

業

・
シ

ェ
ア

減
少

・
地

域
ブ

ラ
ン

ド
の

多
品

種
少

量
生

産
・

付
加

価
値

増
加

・
生

産
拠

点
の

海
外

移
転

第
二

次
産

業

・
G

D
P

シ
ェ

ア
回

復
・

農
林

水
産

業
活

発
化

・
G

D
P

シ
ェ

ア
減

少
・

主
に

輸
入

に
依

存
第

一
次

産
業

・
適

度
に

規
制

さ
れ

た
ル

ー
ル

浸
透

・
規

制
緩

和
進

展
市

場

産
業

・
ビ

ジ
ョ

ン
A

ほ
ど

は
高

く
な

い
・

高
い

技
術

進
歩

率
技

術
進

歩

・
一

人
当

た
り

G
D

P
成

長
率

1
%

・
一

人
当

た
り

G
D

P
成

長
率

2
%

成
長

率

経
済

・
消

費
・

買
い

替
え

サ
イ

ク
ル

長
い

・
消

費
・

買
い

替
え

サ
イ

ク
ル

は
短

い
消

費

・
戸

建
住

宅
選

好
・

集
合

住
宅

選
好

住
宅

・
家

族
と

の
時

間
・

趣
味

社
会

活
動

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

）
・

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

自
由

時
間

・
家

族
や

近
所

住
民

と
の

協
力

・
機

械
化

や
外

部
サ

ー
ビ

ス
化

進
展

家
事

・
ワ

ー
ク

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
労

働
時

間
の

短
縮

・
均

等
化

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

の
増

加
・

高
収

入
、

長
時

間
労

働
仕

事

生
活

・
家

庭

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

ビ
ジ

ョ
ン

B BBB
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
A AAA

キ
ー

ワ
ー

ド
キ

ー
ワ

ー
ド

キ
ー

ワ
ー

ド
キ

ー
ワ

ー
ド



1
3

1
3

1
3

1
3

１
.3

低
炭

素
社

会
の

実
現

可
能

性
評

価
～

モ
デ

ル
に

よ
る

定
量

的
評

価
～



1
4

1
4

1
4

1
4

人
口

•
大

幅
な

人
口

減
少

、
進

む
高

齢
化

•
都

会
居

住
増

加
の

シ
ナ

リ
オ

A
と

地
方

回
帰

の
シ

ナ
リ

オ
B

6
,0

0
0

4
,0

0
0

2
,0

0
0

0
2
,0

0
0
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響
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、

高
齢
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・
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性

の
就

業
者

率
が

大
き

く
向

上
•

い
ず

れ
の

シ
ナ

リ
オ
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い
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も
男

性
の
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均

労
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減

る
。
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シ
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ボ
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シ

ナ
リ
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。
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の
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帯
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と

り
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と
子

か
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な
る

世
帯

そ
の

他

単
独

世
帯

世
帯

類
型

に
よ

っ
て

C
O

2
排

出
量

は
大

き
く

異
な

り
、

そ
の

傾
向

は
過

去
4

0
年

の
間

大
き

く
な

っ
て

き
た

。
単

身
で

住
む

人
の

排
出

量
は

特
に

大
き

く
、

平
均

の
二

倍
弱

に
も

な
っ

て
い

る
。

一
人
当
た
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排
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独
世
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で
も
っ

と
も
大
き
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産
業

構
造
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1
0
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5
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2
0
0

農林水産業
鉱業

食料品
繊維製品
木製品

パルプ・紙
出版・印刷
有機化学
医療品

その他化学
石油・石炭製品

セメント
その他窯業・土石

鉄鋼
非鉄金属
金属製品
一般機械
電気機械
輸送機械
精密機械

その他の製造工業製品

建設
電力・ガス・熱供給
水道・廃棄物処理

商業
金融・保険

不動産
運輸

通信・放送
公務

教育・研究
医療・保健・社会保障・

その他の公共サービス
対事業所サービス

娯楽サービス
飲食店

旅館・その他の宿泊所
その他の対個人サービ

事務用品
分類不明

国内生産額（兆円，2000年価格）

2
0
0
0
年
（実
績
）

シ
ナ
リ
オ

A
（
推
計
）

シ
ナ
リ
オ

B
（
推
計
）

三
次
産
業
の
大
幅
な
伸
び
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旅
客

交
通

交
通
需
要
（
人
キ
ロ
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

C
O

2
排
出
量
（

tC
O

2
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人
口
属
性

ト
リ
ッ
プ
発
生
源
単
位

一
日
に
平
均
何
回
移
動
す
る
か
（
人
口
属
性
別
）
？

E
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都
市
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、

1
5

-6
4
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、
女
性
、
買
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：
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8
tr

ip
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a
y
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：
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機
関
分
担
率

ど
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機
関
を
利
用
す
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か
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E
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3
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動
車
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5

.2
%
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関
分
担
率
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関
を
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す
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か
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動
車
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の
距
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が
選
択
さ
れ
る
か
？

E
x
.従
来
型
乗
用
車

2
0
％
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％
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％
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効
率
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0
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比
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輸
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客

輸
送

量
の

変
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人
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少
に

よ
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動

総
量

の
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少
旅

客
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要
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交
通

手
段

構
成

の
変

化
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通

機
関
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L
R

T
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ー

ダ
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シ
フ

ト
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パ
ク

ト
シ

テ
ィ
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旅
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輸
送

量
の
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目

的
地

が
近

在
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こ
と
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距
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減
少
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ネ
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ギ
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効
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の
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動
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門

（
断

熱
水

準
別

住
宅

ス
ト

ッ
ク

、
暖

房
需

要
の

推
計

）

�
次
世
代
基
準
の
住
宅
の
割
合
を
増
加
さ
せ
、
か
つ
既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
断
熱
改
修
を
行
う
こ

と
で
、

2
0
5
0
年
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
ほ
ぼ
全
て
を
次
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基
準
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こ
と
が
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き
る
。

�
戸
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、
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熱
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住
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3
0
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%

2
0

%

3
0

%

4
0

%

5
0

%

6
0

%

7
0
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8
0

%

9
0

%

1
0

0
%

2005

2010

2015

2020
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2030

2035

2040

2045

2050

無
断
熱

旧
基
準

新
基
準

次
世
代
基
準



2
3

2
3

2
3

2
3

省
エ

ネ
技

術
の

発
展

に
よ

る
寄

与

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

7.
0

8.
0

9.
0 1

9
9
5

2
0

0
0

2
0
0

5
2

0
1

0
2

0
1

5
2
0

2
0

2
0

2
5

2
0
3

0
2

0
3

5
2
0

4
0

2
0

4
5

2
0

5
0

2
0

5
5

冷暖房COP

最
大

平
均

最
小

A
IS

T
b)

M
O

E
c

)

M
E

T
I

d)

a
) 
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

(2
0

0
4

)：
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
カ
タ
ロ
グ

b
) 

A
IS

T
 野
村
ら

(2
0

0
2

)：
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に
対
す
る
予
測
と
意
識
の
調
査
」
技
術
実
現
時
期
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
「
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
冷
暖
房
効
率

(C
O

P
)
が
７
以
上
の
機
種
が
日
本
で
販
売
さ
れ
る
」
時

期
に
関
す
る
回
答
の
中
間
値
は

2
0

1
5
年
。

c
) 

M
O

E
 (

2
0

0
4

)：
「
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
検
討
会
」
「

2
0

1
0

 年
頃
に
年
間

C
O

P
 が

4
0
％
向
上
、

2
0
2

0
 年
頃

に
1

0
0
％
向
上
、

2
0

3
0

 年
よ
り
数
年
前
に

1
5

0
％
向
上
す
る
ペ
ー
ス
」
。
現
状
の

C
O

P
を

3
.6
と
想
定
し
、
将
来

値
を
図
に
プ
ロ
ッ
ト
。

d
) 

M
E

T
I(

2
0

0
5

)
：
「
超
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
高
効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

2
0

3
0

 C
O

P
5
～

7

2
0
5

0
 C

O
P

5
～

8
」

実
績

a
)

2
0
5
0
's

T
a
rg
e
t

出
典
：

M
E

T
I

d)

冷暖房COP



2
4

2
4

2
4

2
4

低
炭

素
社

会
に

お
け

る
家

庭
－

快
適

な
居

住
空

間
と

省
エ

ネ
の

両
立

－

高
効
率
照
明

【
白
熱
灯
→
蛍
光
灯
→
イ
ン

バ
ー
タ
蛍
光
灯
→

L
E

D
照
明
等
】

太
陽
光
発
電

環
境
負
荷
表
示
シ
ス
テ
ム

(家
電
･
自
動
車
標
準
装
備

)

エ
コ
ラ
イ
フ
実
践
の

た
め
の
環
境
教
育

暖
房
需
要

6
0
％
削
減

1
0

0
%
普
及

3
4

0
0

-6
9

0
0
万

k
W

（
日
本
の
屋
根
の

2
5

%
～

4
7

%
に
普
及
（
現
在
は

1
%
程
度
）
）

さ
ら
に
、
超
高
効
率
太
陽
光
発
電

（
変
換
効
率

3
0

%
以
上
）
、
色
素
増
感
太
陽
電
池

成
績
係
数
（
C

O
P
）
＝

8
,

1
0

0
%
普
及

（
注
）
成
績
係
数
と
は
消
費
電
力

1
kW
当
た
り
の
冷
暖
房
能
力

(k
W

)

超
高
効
率
エ
ア
コ
ン

太
陽
熱
温
水
器

普
及
率

2
0
～

6
0

%
（
現
在
は

8
%
程
度
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯

C
O

P
＝

5

3
0
～

7
0

%
普
及

燃
料
電
池
コ
ジ
ェ
ネ

0
～

2
0

%
普
及

（
現
在
は

0
%
程
度
）

高
断
熱
住
宅

効
率

1
0

0
%
増
加

1
0

0
%
普
及

待
機
電
力
削
減

3
3

%
削
減

,
1

0
0

%
普
及

屋
上
緑
化



2
5

2
5

2
5

2
5

家
庭

部
門

エ
ネ

ル
ギ

ー
削

減
量

世
帯

数
の

増
加

：
2

0
5

0
年

に
向

け
て

A
、

B
両

シ
ナ

リ
オ

と
も

世
帯

数
は

減
少

世
帯

あ
た

り
サ

ー
ビ

ス
需

要
の

増
加

：
利

便
性

の
高

い
生

活
の

追
及

に
よ

り
増

加
世

帯
あ

た
り

サ
ー

ビ
ス

需
要

の
削

減
：

高
断

熱
住

宅
、

魔
法

瓶
浴

槽
、

H
E

M
S

等
に

よ
り

節
約

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

改
善

：
エ

ア
コ

ン
や

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

、
給

湯
器

や
コ

ン
ロ

、
照

明
効

率
改

善
、

待
機

電
力

削
減

な
ど

1
7

1
0

2
39

4
3

4
3

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

2
0
0
0
年
（
実
績
）

2
0
5
0
年
（
シ
ナ
リ
オ

A
）

2
0
5

0
年
（
シ
ナ
リ
オ

B
)

エネルギー需要量 (Mtoe)

世
帯
数
の
減
少

世
帯
当
た
り
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
増
加

世
帯
当
た
り
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
削
減

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善

系
統
電
力

水
素

太
陽
光

バ
イ
オ
マ
ス

都
市
ガ
ス

石
油

2
0

0
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
量



2
6

2
6

2
6

2
6

二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
 (
M
to
e)

産
業

家
庭

業
務
運
輸
旅
客
運
輸
貨
物

0
5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

2
0
0
0
年
(実
績
)

2
0
5
0
年
(シ
ナ
リ
オ
A
)

2
0
5
0
年
(シ
ナ
リ
オ
B
)

産
業

家
庭

業
務

運
輸
旅
客

運
輸
貨
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

削
減

産
業
部
門
：
構
造
転
換
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
導
入
等
で

3
0
～

4
0
％
。

運
輸
旅
客
部
門
：
適
切
な
国
土
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
炭
素
強
度
改
善
等
で

8
0
％
。

運
輸
貨
物
部
門
：
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
、
輸
送
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
等
で

5
0
％
。

家
庭
部
門
：
利
便
性
の
高
い
居
住
空
間
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
が
両
立
し
た
住
宅
へ
の
誘
導
で

4
0
～

5
0
％
。

業
務
部
門
：
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
空
間
／
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
と
省
エ
ネ
機
器
の
効
率
改
善
で

4
0
％
。

2
0

0
0
年
に
比
べ
て

4
0
％
の
削
減

人 人人人
々々々々
の ののの
満
足
度

満
足
度

満
足
度

満
足
度
を ををを
維
持

維
持
維
持

維
持
さ
せ
つ
つ
も

さ
せ
つ
つ
も

さ
せ
つ
つ
も

さ
せ
つ
つ
も

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
量

投
入
量

投
入
量

投
入
量
は ははは

大
幅

大
幅
大
幅

大
幅
に ににに
削
減

削
減
削
減

削
減
で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る

7
0

%
削

減
を

可
能

に
す

る
需

要
削

減
・

供
給

側
エ

ネ
ル

ギ
ー

構
成

例



2
7

2
7

2
7

2
7

削
減

可
能

性
検

討
の

手
順

2
0

5
0
年

低
炭
素

社
会
像
の

描
写

エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

需
要
の

同
定

需
要
を
満
た
す

オ
プ
シ
ョ
ン
の

選
択
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

投
入
量
の
推
計

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の

想
定

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
量

可
能
量
の

推
計

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

C
O

2
排
出
量
の
導
出

2
0
5
0
年 年年年
に
は
に
は
に
は
に
は

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な
社
会

社
会
社
会

社
会
に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

か かかか
？ ？？？

合
理
的

合
理
的

合
理
的

合
理
的
な ななな
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択
を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

き
に
き
に
き
に
き
に
必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
量 量量量

は ははは
？ ？？？

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な
い
な
い
な
い
な
い
エ エエエ

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー
は ははは
？ ？？？

需
要
側

需
要
側

需
要
側

需
要
側
で
の
で
の
で
の
で
の
賢 賢賢賢

い いいい
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

最
新
省

最
新
省

最
新
省

最
新
省
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
技 技技技

術 術術術
の ののの
開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な ななな

い いいい
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
の ののの

選
択

選
択
選
択

選
択
・ ・・・
開
発

開
発
開
発

開
発

必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

は ははは
満
足

満
足
満
足

満
足
さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る



2
8

2
8

2
8

2
8

燃
料
電
池

燃
料
電
池

燃
料
電
池

燃
料
電
池

自
動
車

自
動
車

自
動
車

自
動
車

交
通

交
通
交
通

交
通

消
費
者

消
費
者

消
費
者

消
費
者

C
o

n
s
u

m
e
r

大
規
模

大
規
模

大
規
模

大
規
模
供
給
者

供
給
者

供
給
者

供
給
者

電
力

電
力
電
力

電
力

原
子
力

原
子
力

原
子
力

原
子
力

再
生
可
能

再
生
可
能

再
生
可
能

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

化
石
燃
料

化
石
燃
料

化
石
燃
料

化
石
燃
料

再
生
可
能

再
生
可
能

再
生
可
能

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

R
e

n
e

w
a

b
le

s

熱 熱熱熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

大
規
模

大
規
模

大
規
模

大
規
模

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵

炭
素
隔
離

炭
素
隔
離

炭
素
隔
離

炭
素
隔
離

貯
留

貯
留
貯
留

貯
留

C
C

S

水
電
気
分
解

水
電
気
分
解

水
電
気
分
解

水
電
気
分
解

系
統
電
力

系
統
電
力

系
統
電
力

系
統
電
力

水
素

水
素
水
素

水
素

H
2

バ
イ
オ

バ
イ
オ

バ
イ
オ

バ
イ
オ
燃
料

燃
料
燃
料

燃
料

定
置
型

定
置
型

定
置
型

定
置
型

燃
料
電
池

燃
料
電
池

燃
料
電
池

燃
料
電
池

小 小小小
規
模

規
模
規
模

規
模

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵

電
力
貯
蔵 脱
温
暖
化

2
0

5
0
研
究
シ
ナ
リ
オ
チ
ー
ム

2
0

5
0

2
0

5
0

年
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
シ

ス
テ

ム
に

求
め

ら
れ

る
こ

と
は

？
年

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

シ
ス

テ
ム

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

は
？



2
9

2
9

2
9

2
9

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0

0

水
素
＋
太
陽
光
・
風
力

電
力
＋
原
子
力
・炭
素
隔
離
貯
留

バ
イ
オ
マ
ス

水
素
＋
太
陽
光
・
風
力

電
力
＋
原
子
力
・炭
素
隔
離
貯
留

バ
イ
オ
マ
ス

2000 2050A 2050B

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

 (
石
油
換
算
百
万
ト
ン

)

石
炭

石
油

ガ
ス

バ
イ
オ
マ
ス

原
子
力

水
力

太
陽
・
風
力

原
子

力
は

、
立

地
・

受
容

・
リ

ー
ド

タ
イ

ム
の

ほ
か

に
需

要
側

の
電

力
負

荷
率

が
制

約
に

な
る

。
バ

イ
オ

マ
ス

は
、

国
内

資
源

だ
け

で
な

く
国

外
か

ら
の

輸
入

に
頼

る
必

要
が

あ
る

が
可

能
量

に
制

約
あ

り
。

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

は
供

給
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
お

よ
び

出
力

の
不

安
定

性
な

ど
を

克
服

す
る

必
要

あ
り

。
水

素
供

給
に

は
ま

だ
殆

ど
建

設
さ

れ
て

い
な

い
水

素
イ

ン
フ

ラ
が

必
要

に
な

る
。

供
給
制
約
の
見
極
め
と
早
期
の
路
線
選
択
が
必
要

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
面

か
ら

見
た

可
能

性



3
0

3
0

3
0

3
0

削
減

可
能

性
検

討
の

手
順

2
0

5
0
年

低
炭
素

社
会
像
の

描
写

エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

需
要
の

同
定

需
要
を
満
た
す

オ
プ
シ
ョ
ン
の

選
択
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

投
入
量
の
推
計

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の

想
定

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
量

可
能
量
の

推
計

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

C
O

2
排
出
量
の
導
出

2
0
5
0
年 年年年
に
は
に
は
に
は
に
は

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な

ど
ん
な
社
会

社
会
社
会

社
会
に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

に
な
っ
て
る

か かかか
？ ？？？

合
理
的

合
理
的

合
理
的

合
理
的
な ななな
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択
を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

を
し
た
と

き
に
き
に
き
に
き
に
必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
量 量量量

は ははは
？ ？？？

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な
い
な
い
な
い
な
い
エ エエエ

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー
は ははは
？ ？？？

需
要
側

需
要
側

需
要
側

需
要
側
で
の
で
の
で
の
で
の
賢 賢賢賢

い いいい
技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

技
術
選
択

最
新
省

最
新
省

最
新
省

最
新
省
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
技 技技技

術 術術術
の ののの
開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

開
発
提
供

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

排
出
排
出

排
出
の ののの
少 少少少
な ななな

い いいい
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
の ののの

選
択

選
択
選
択

選
択
・ ・・・
開
発

開
発
開
発

開
発

必
要

必
要
必
要

必
要
な ななな
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

は ははは
満
足

満
足
満
足

満
足
さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る
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3
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3
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3
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1

2050年
CO2排出量

2000年CO2排出量

シ
ナ

リ
オ

A
：

2
0

5
0

年

活
動

量
変

化
2

6

2000年CO2排出量

エ
ネ

効
率

改
善

8
３

需
要

削
減

2
9

炭
素

強
度

改
善

2
7

エ
ネ

転
換

炭
素

強
度

改
善

7
7

エ
ネ

転
換

C
C

S
 3

9

図
中

の
数

字
は

C
O

2
削

減
量

（
M

tC
）

2
1 9 1
9

3
0 5 1
0

3
1

1
3

7
7

3
9

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

・
高

効
率

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

エ
ア

コ
ン

・
給

湯
器

・
照

明
の

普
及

・
燃

料
電

池
の

開
発

・
普

及
・

オ
ー

ル
電

化
住

宅
の

普
及

・
太

陽
光

発
電

の
普

及

・
高

い
経

済
成

長
率

・
人

口
・

世
帯

数
の

減
少

・
生

産
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

大
幅

な
改

善

・
石

油
・

石
炭

か
ら

天
然

ガ
ス

へ
の

燃
料

転
換

・
高

断
熱

住
宅

・
建

築
物

の
普

及
促

進

・
H

E
M

S
・

B
E

M
S

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

の
最

適
制

御

・
土

地
の

高
度

利
用

、
都

市
機

能
の

集
約

・
公

共
交

通
機

関
（

鉄
道

・
L
R

T
・

バ
ス

）
へ

の
旅

客
交

通
の

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
の

促
進

・
電

気
自

動
車

・
燃

料
電

池
自

動
車

等
モ

ー
タ

駆
動

自
動

車
の

普
及

・
高

効
率

貨
物

自
動

車
の

普
及

・
鉄

道
・

船
舶

・
航

空
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
向

上

・
C

O
2
排

出
が

伴
わ

な
い

（
C

O
2
フ

リ
ー

の
）

電
力

の
製

造

・
C

O
2
フ

リ
ー

の
水

素
の

製
造

・
低

炭
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

天
然

ガ
ス

、
原

子
力

、
再

生
可

能

エ
ネ

ル
ギ

ー
）

へ
の

燃
料

転
換

・
夜

間
電

力
の

有
効

利
用

、
電

力
貯

蔵
の

拡
大

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

由
来

の
水

素
の

供
給

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

炭
素

強
度

改
善

炭
素

隔
離

貯
留

(C
C

S
)

活
動

量
変

化

［
産

業
］

［
運

輸
］

［
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

］

［
民

生
］

［
全

体
］

C
O

2
排

出
量

に
変

化
を

及
ぼ

す
主

な
要

因
2000年CO2排出量 1990年CO2排出量

70%削減

2050年
CO2排出量

2000年CO2排出量

シ
ナ

リ
オ

A
：

2
0

5
0

年

活
動

量
変

化
2

6

2000年CO2排出量

エ
ネ

効
率

改
善

8
３

需
要

削
減

2
9

炭
素

強
度

改
善

2
7

エ
ネ

転
換

炭
素

強
度

改
善

7
7

エ
ネ

転
換

C
C

S
 3

9

図
中

の
数

字
は

C
O

2
削

減
量

（
M

tC
）

2
1 9 1
9

3
0 5 1
0

3
1

1
3

7
7

3
9

7
7

3
9

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

・
高

効
率

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

エ
ア

コ
ン

・
給

湯
器

・
照

明
の

普
及

・
燃

料
電

池
の

開
発

・
普

及
・

オ
ー

ル
電

化
住

宅
の

普
及

・
太

陽
光

発
電

の
普

及

・
高

い
経

済
成

長
率

・
人

口
・

世
帯

数
の

減
少

・
生

産
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

大
幅

な
改

善

・
石

油
・

石
炭

か
ら

天
然

ガ
ス

へ
の

燃
料

転
換

・
高

断
熱

住
宅

・
建

築
物

の
普

及
促

進

・
H

E
M

S
・

B
E

M
S

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

の
最

適
制

御

・
土

地
の

高
度

利
用

、
都

市
機

能
の

集
約

・
公

共
交

通
機

関
（

鉄
道

・
L
R

T
・

バ
ス

）
へ

の
旅

客
交

通
の

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
の

促
進

・
電

気
自

動
車

・
燃

料
電

池
自

動
車

等
モ

ー
タ

駆
動

自
動

車
の

普
及

・
高

効
率

貨
物

自
動

車
の

普
及

・
鉄

道
・

船
舶

・
航

空
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
向

上

・
C

O
2
排

出
が

伴
わ

な
い

（
C

O
2
フ

リ
ー

の
）

電
力

の
製

造

・
C

O
2
フ

リ
ー

の
水

素
の

製
造

・
低

炭
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

天
然

ガ
ス

、
原

子
力

、
再

生
可

能

エ
ネ

ル
ギ

ー
）

へ
の

燃
料

転
換

・
夜

間
電

力
の

有
効

利
用

、
電

力
貯

蔵
の

拡
大

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

由
来

の
水

素
の

供
給

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

炭
素

強
度

改
善

炭
素

隔
離

貯
留

(C
C

S
)

活
動

量
変

化

［
産

業
］

［
運

輸
］

［
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

］

［
民

生
］

［
全

体
］

C
O

2
排

出
量

に
変

化
を

及
ぼ

す
主

な
要

因
2000年CO2排出量 1990年CO2排出量

70%削減

2
0

5
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年
C

O
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排
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量
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0
%

削
減
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現
す

る
に

は
?
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2

3
2

3
2
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シ
ナ

リ
オ

B
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2
0

5
0

年

図
中

の
数

字
は

C
O

2
削

減
量

（
M

tC
）

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

・
高

効
率

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

エ
ア

コ
ン

・
給

湯
器

・
照

明
の

普
及

・
戸

建
住

宅
を

中
心

と
し

た
太

陽
光

発
電

に
よ

る
電

力
自

立

・
燃

焼
系

暖
房

・
厨

房
機

器
で

の
バ

イ
オ

マ
ス

利
用

拡
大

・
太

陽
熱

温
水

器
の

普
及

・
物

質
的

豊
か

さ
か

ら
の

脱
却

に
よ

る
最

終
需

要
の

伸
び

の
鈍

化

・
素

材
製

品
生

産
量

の
減

少
・

人
口

・
世

帯
数

の
減

少

・
生

産
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

大
幅

な
改

善

・
天

然
ガ

ス
・

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
利

用
率

の
増

加

・
高

断
熱

住
宅

・
建

築
物

の
普

及
促

進
・

H
E

M
S

・
B

E
M

S
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

最
適

制
御

・
歩

い
て

暮
ら

せ
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

ま
ち

づ
く

り
の

促
進

・
歩

行
者

や
自

転
車

利
用

促
進

の
た

め
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

（
駐

輪
場

・
自

転
車

専
用

通
路

）
・

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

自
動

車
の

普
及

・
バ

イ
オ

マ
ス

燃
料

の
普

及
・

鉄
道

・
船

舶
・

航
空

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

向
上

・
天

然
ガ

ス
火

力
発

電
，

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

シ
ェ

ア
拡

大
・

電
力

需
要

の
低

下

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

サ
ー

ビ
ス

需
要

削
減

エ
ネ

効
率

改
善

炭
素

強
度

改
善

炭
素

強
度

改
善

活
動

量
変

化

［
産

業
］

［
運

輸
］

［
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

］

［
民

生
］

［
全

体
］

C
O

2
排

出
量

に
変

化
を

及
ぼ

す
主

な
要

因

2050年
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2000年CO2排出量
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減
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エ
ネ

効
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改
善

5
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炭
素

強
度

改
善

7
4

エ
ネ

転
換

炭
素

強
度

改
善

7
3

炭
素

強
度

改
善

7
4

エ
ネ

転
換

炭
素

強
度

改
善

7
3

1
1

1
8

1
8

2
1

3
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2
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7
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2
0

5
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O
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排
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量
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0
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削
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現
す

る
に

は
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3
3

3
3

3
3

3
3

２
.
低

炭
素

社
会

と
は

具
体

的
に

ど
ん

な
イ

メ
ー

ジ
な

の
か

？
～

シ
ー

ン
別

に
考

え
た

再
整

理
～



3
4

3
4

3
4

3
4

住
ま

い
は

ど
う

な
る

？

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
屋
根

（
太
陽
光
・
熱
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
屋
根

（
太
陽
光
・
熱
）

１１

冬
暖
か
く
、
夏
は
風
が
通
り
抜

け
る
快
適
デ
ザ
イ
ン

冬
暖
か
く
、
夏
は
風
が
通
り
抜

け
る
快
適
デ
ザ
イ
ン

２２

ぬ
く
も
り
あ
る
木
に
囲
ま
れ
る

生
活

ぬ
く
も
り
あ
る
木
に
囲
ま
れ
る

生
活

３３

レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
で
き
る
省

エ
ネ
高
効
率
機
器

レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
で
き
る
省

エ
ネ
高
効
率
機
器

４４

家
庭
で
充
電
で
き
る
小
型
の
電

動
自
動
車

家
庭
で
充
電
で
き
る
小
型
の
電

動
自
動
車

５５

R
e

f:
チ

ー
ム

マ
イ

ナ
ス

6
％

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ



3
5

3
5

3
5

3
5

オ
フ

ィ
ス

は
ど

う
な

る
？

自
然
の
恵
み
を
取
り
込
む
ビ
ル

（
風
・
光
・
熱
）

自
然
の
恵
み
を
取
り
込
む
ビ
ル

（
風
・
光
・
熱
）

１１

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
機
器
の
レ
ン

タ
ル
・
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
機
器
の
レ
ン

タ
ル
・
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

物
流
情
報
の
共
有
・
最
適
発
注

（
S

C
M
）

物
流
情
報
の
共
有
・
最
適
発
注

（
S

C
M
）

T
V
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

移
動
の
削
減
・
エ
コ
通
勤

T
V
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

移
動
の
削
減
・
エ
コ
通
勤

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
で
は
っ
き
り

見
え
る
目
標
と
対
策

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
で
は
っ
き
り

見
え
る
目
標
と
対
策

２２ ３３ ４４ ５５

ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
適
に

管
理
す
る
制
御
技
術

(B
E

M
S

)

ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
適
に

管
理
す
る
制
御
技
術

(B
E

M
S

)
６６

R
e

f:
チ

ー
ム

マ
イ

ナ
ス

6
％

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ



3
6

3
6

3
6

3
6

都
市

は
ど

う
な

る
？ 自
動
車
の
進
入
が
規
制
さ
れ
た

安
心
し
て
歩
け
る
街

自
動
車
の
進
入
が
規
制
さ
れ
た

安
心
し
て
歩
け
る
街

拠
点
と
拠
点
を
結
ぶ
利
便
性
の

高
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

拠
点
と
拠
点
を
結
ぶ
利
便
性
の

高
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

エ
コ
カ
ー
優
先
レ
ー
ン
・
優
先

駐
車
場

エ
コ
カ
ー
優
先
レ
ー
ン
・
優
先

駐
車
場

中
心
部
に
高
利
用
頻
度
施
設
を

配
置
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
都
市

中
心
部
に
高
利
用
頻
度
施
設
を

配
置
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
都
市

１１

水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ
・
急
速
充

電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ
・
急
速
充

電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

２２ ４４ ５５

３３

R
e

f:
チ

ー
ム

マ
イ

ナ
ス

6
％

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ



3
7

3
7

3
7

3
7

メ
タ
ン
や
亜
酸
化
窒
素
を

出
さ
な
い
農
業
の
開
発

メ
タ
ン
や
亜
酸
化
窒
素
を

出
さ
な
い
農
業
の
開
発

１１

農
山

村
は

ど
う

な
る

？

C
O

2
排
出
量
が
見
え
る
農
作
物
生
産

(露
地
栽
培
・
旬
産
旬
消
浸
透

)

C
O

2
排
出
量
が
見
え
る
農
作
物
生
産

(露
地
栽
培
・
旬
産
旬
消
浸
透

)
２２

食
料

/木
材

/エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
拠
点
に

食
料

/木
材

/エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
拠
点
に

４４

木
材
の
有
効
利
用
・
持
続

可
能
な
林
業
の
復
活

木
材
の
有
効
利
用
・
持
続

可
能
な
林
業
の
復
活

３３

R
e

f:
チ

ー
ム

マ
イ

ナ
ス

6
％

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ



3
8

3
8

3
8

3
8

日
常

生
活

は
ど

う
変

わ
る

？

商
品
の
環
境
情
報
が
簡
単
に

見
ら
れ
る

商
品
の
環
境
情
報
が
簡
単
に

見
ら
れ
る

機
器
使
用
時
・
廃
棄
時
の
環

境
情
報
が
簡
単
に
見
ら
れ
る

機
器
使
用
時
・
廃
棄
時
の
環

境
情
報
が
簡
単
に
見
ら
れ
る

１１

２２

専
門
家
に
よ
る
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
・
認
証
が
受
け
ら
れ
る

専
門
家
に
よ
る
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
・
認
証
が
受
け
ら
れ
る

２２



3
9

3
9

3
9

3
9

３
.低
炭
素
地
域
の
未
来
像

～
ア
ジ
ア
低
炭
素
地
域
シ
ナ
リ
オ
の
構
築
～



4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

ア
ジ
ア
低
炭
素
地
域
シ
ナ
リ
オ
の
構
築

京
都
府

滋
賀
県

イ
ス
カ
ン
ダ
ー
ル

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド

（
イ
ン
ド
）



4
1

4
1

4
1

4
1

ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
（
イ
ン
ド
）
の
低
炭
素
地
域
未
来
像
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20
35
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20
3
5 
LC
S

GHG Emissions/reductions (mt-C02)

交
通

部
門

の
効

率
改

善
産

業
部

門
の

効
率

改
善

⺠
⽣

部
門

の
効

率
改

善

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
削

減
⽯

炭
+
C
C
S

•L
CS

イ
ン

フ
ラ

の
た

め
の

財
源

確
保

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

8
•L

CS
施

策
の

調
整

・
計

画
・

実
施

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善

7

•建
物

熱
環

境
の

改
善

(ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

の
軽

減
)

•緑
被

率
の

向
上

土
地
利
用
計
画

6

•廃
棄

物
資

源
管

理
•廃

棄
物

処
理

(固
体

, 液
体

)
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

5

•3
R推

進
に

よ
る

資
源

保
全

、
脱

物
質

化
、

リ
サ

イ
ク

ル
•エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
が

少
な

い
持

続
可

能
な

ロ
ー

カ
ル

材
料

・
再

⽣
可

能
資

源
の

活
用

•建
物

レ
ベ

ル
で

の
効

率
化

の
推

進

マ
テ
リ
ア
ル
利
用
の
⾼

効
率
化

4

•電
⼒

供
給

シ
ス

テ
ム

へ
の

CC
S導

⼊
オ

プ
シ

ョ
ン

•グ
リ

ー
ン

電
⼒

の
推

進
•再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
即

し
た

電
⼒

イ
ン

フ
ラ

整
備

電
源
の
低
炭
素
化

3

•省
エ

ネ
ラ

ベ
リ

ン
グ

の
推

進
•機

器
効

率
の

標
準

化
省
エ
ネ
の
推
進

2

•マ
ス

ト
ラ

の
整

備
•⽯

油
か

ら
ガ

ス
・

電
気

へ
の

燃
料

転
換

•I
CT

活
用

に
よ

る
交

通
制

御
•自

転
⾞

・
徒

歩
促

進
の

た
め

の
イ

ン
フ

ラ
整

備

持
続
可
能
な
交
通

1
施

策
⽅

策

燃
料

転
換

h
tt
p
:/
/2
0
5
0.
n
ie
s.
g
o
.j
p/
L
C
S
/j
p
n
/d
o
w
n
lo
a
d
/a
hm
e
d
a
b
a
d
lc
s
.p
df



4
2

4
2

4
2

4
2

イ
ス
カ
ン
ダ
ー
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の
低
炭
素
地
域
未
来
像

h
tt
p
:/
/2
0
5
0.
n
ie
s.
g
o
.j
p/
L
C
S
/j
p
n
/d
o
w
n
lo
a
d
/is
k
a
n
d
a
rlc
s.
p
df

貨
物

交
通

の
改

善
交

通
需

要
管

理
燃

料
転

換

効
率

改
善

（
建

物
）

効
率

改
善

（
交

通
）

効
率

改
善

（
産

業
）

効
率

改
善

（
発

電
）



4
3

4
3

4
3

4
3

滋
賀
県
の
低
炭
素
地
域
未
来
像

h
tt
p
:/
/w
w
w
.l
b
e
ri
.j
p
/r
o
ot
/j
p/
0
1
to
p
ic
s/
s
h
ig
as
c
e
n
a
ri
o.
p
df



4
4

4
4

4
4

4
4

京
都
市
の
低
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ



4
5

4
5

4
5

4
5

ア
ジ
ア
低
炭
素
シ
ナ
リ
オ
の
構
築

A
IM
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
＠
つ
く
ば

2
0
0
9
年
8
月
3
1
～
9
月
1
1
日



4
6

4
6

4
6

4
6

4
.
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト



4
7

4
7

4
7

4
7

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
ま
と
め
に
か
え
て
）

人
口
減
少

高
齢
化

世
帯
構
成

地
方
財
政

都
市
構
造

公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ

意
思
決
定

技
術

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
化

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ



4
8

4
8

4
8

4
8

ご
清
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
清
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

A
m
a
re
le
ja
5
0
M
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 P
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u
g
a
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o
p
y
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g
h
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M
iz
u
h
o
 I
n
fo
rm
a
ti
o
n
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 R
e
s
e
a
rc
h
 I
n
s
ti
tu
te


